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立神峡だより
春の芽生えに緑が生える立神峡春の芽生えに緑が生える立神峡

【お問い合わせ】 立神峡公園管理棟 ホームページ
☎ 0965-62-1543  ＦＡＸ0965-62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　冬の寒い季節の中で、じっと地面の中で寒さをこらえて我
慢していた木々や花が３月の春の訪れとともに一斉に芽生え
る最高の季節となりました。ここ立神峡公園でも水仙の花を
始め、赤や白・ピンクといった梅の花が色とりどりの花を咲
かせ、その蜜を求めて山から小鳥が舞い降りてきます。また、
木の実などの食べ物が少なくなるのでヒヨドリなどが一斉に
センダンの実を取りに来たりと鳥のさえずりが日増しに高ま
る立神峡です。一方、氷川の川面には渡り鳥が沢山羽を休め、
本当に和やかでゆったりとした風情を醸し出しており、断崖
絶壁の岩肌とベストマッチングしています。今年は例年にな
く温暖で何とサツキの花が咲いており、訪れた観光客も驚い
ています。春の穏やかな日差しを受けながらタケノコ堀りに
ひと汗流しに是非、お越しください。

冬の立神峡公園整備の現状は冬の立神峡公園整備の現状は
　立神峡の冬は観光客も少なくログハウス等の利

用客も少ないですが、その分、日頃できない仕事

を果たす良い機会でもあります。

　公園内には色々な施設が有りますが、経年劣化

で痛み補修が必要な物が有ります。また、遊歩道

の整備など多種多様で計画的に実施しておりま

す。今年は、管理棟横のデッキの張り替えや円形

椅子の設置・ログハウス健の入り口の階段整備・

薪割り・龍神橋の下の竹林整備など多岐にわたっ

て実施。特に、円形椅子の設置にあたっては、古

い部材を全て取り除きデッキの部材を再利用して

完成しました。このように知恵と汗を惜しまずや

れば安価で経済性に優れた安全効率の良いものが完成します。お互

いに知恵を出し合い良いものを創出したいものです。
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　2月号に掲載しました俳句と作者に誤りがありました。
訂正してお詫び申し上げます。
　俳句（誤）八十路の旅　桜も嬉し　寺友笑み
　　　（正）八十路旅　桜も嬉し　寺友笑み
　作者（誤）北村　道子　　
　　　（正）小川　京子

日時　3月17日（火）　
　　　10時～11時45分
　　　　道の駅竜北

　　　13時30分～16時
　　　　介護老人保健施設 八祥苑

※詳しくは折込みチラシをご覧ください。

訂　正
献血のご協力お願いします！


